
2025年10月開催の世界プロフェッショナルダンス選手権大会
運営費補填のため、クラウドファンディングを実施いたします

■クラウドファンディング（クラファン）とは

クラウドファンディングとは、「群衆（クラウド）」と「資金調達
（ファンディング）」を組み合わせた造語で、「インターネットを介し
て不特定多数の人々から少額ずつ資金を調達する」ことを指します。

■ページデザインイメージ

・目標の金額や人数、期限などは仮案
・2,000万円を目標にしたクラファン
・運営負担を減らすためお支払いはクレ
ジットのみ。銀行振込不可となります。

■リターン商品（寄付控除あり）

3,000円
お礼メール

1万円
特設サイトに名前掲載

5万円
特設サイトに名前掲載

(特別枠)

30万円（5枠）
特設サイトに名前掲載

（プレミア枠）

100万円（3枠）
レセプションへご招待
※お連れ様も参加可

※リターンについては商品ではない（≠役務提供）ため寄付控除対象。支援することで税金対策が可能なものとなっています。

■集客導線

■スケジュール

JBDFのTOPページ
お知らせ

大会特別サイト
クラファンページ

クラファンページの場所が遠いので、SNSなどを使って直接誘導が必要となります。
お声がけや拡散など皆様のサポートをお願いします。

・クラファンページの本番リリース（11月中を予定）
・12月から一斉に拡散、集客を開始
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スーパージャパンカップダンスに関するお知らせ
　トップ選手たちが独創性を競うセグエ選手権をはじめ、見どころ満載の「スーパージャパンカップダ
ンス」ですが、本年については、下記のとおり開催しますで、お知らせいたします。

日　時：2025年3月1日（土）9時00分～20時30分（予定）	
	 2日（日）9時00分～20時30分（予定）

会　場：幕張イベントホール（JR京葉線「海浜幕張駅」下車 徒歩約5分）

内　容：�全日本セグエ選手権（プロのみ）、全日本選抜ダンス選手権（プロ・アマ）、ライジングスター
競技会（プロ・アマ）、スーパーシニア競技会、グランドシニア選手権、全日本ジュニア及びジ
ュブナイル選手権を行います。

読者プレゼント：�各日100組200名の本誌読者をご招待します。席はスタンド２階席となります。応募方
法については、往復ハガキに観戦希望日、住所、氏名を明記して下記へお送りくださ
い。なお、返信表面にもご自分の住所、氏名を明記し、返信裏面には何も書かないで
ください。ご応募は各日、お１人１枚限りでお願いします。ハガキ１枚につき２名の
ご招待となります。両日ご希望の方は、２枚のハガキでそれぞれご応募ください。応
募が多数の場合、抽選となります。

応募締切は、2025年１月31日消印有効です。

〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町2-33-4 日本ダンス会館3Ｆ 
（公財）日本ボールルームダンス連盟「スーパー招待係」

正会員及び登録会員席：�本連盟の正会員及び登録会員は、会員証の提示でスーパージャパンカップダン
スを無料で観戦できます。事前の申込みは不要です。本連盟会員証をお持ちに
なり、大会当日、会場の幕張イベントホール１階東側受付にお越しください。
観戦席については、正会員はスタンド１階東側の席、登録会員はスタンド２階
北側の席になります。ただし、席に限りがございますので、予めご了承ください。

ご来場に際しての注意事項：�感染防止対策については、政府等が発表する感染防止対策に基づいて対応
いたします。	
観戦者・参加選手・審査員・大会役員・関係者等ご来場の皆様におかれま
しては、感染防止のために主催者が定めた措置の遵守並びに主催者の指示
に従うことに同意の上、ご来場いただきますようお願いいたします。

この度、稲川素子会長のご逝去に伴い会長に推挙され、理事会にてご承認を頂き会長に就任するこ

とになりました石﨑朔子と申します。これまでの稲川会長の輝かしいご功績の後、理事経験も少なく、また

ボールルームの経験のない者に会長の務めは出来るのかと多くの不安を持ち長い思案の結果、理事の

皆様のご協力を頂くという事で就任に至りました。

これまで、稲川会長はこのボールルームダンスへの深い愛情と、何としても日本のボールルームダンス

を世界のレベルに引きあげたいと。また、連盟は異なってもボールルームダンスを志している多くの方が

一つになり、日本のボールルームを推進していきたいと常 申々しておりました。微力ではありますがその強

いご遺志を繋いでいきたいと思っております。

私個人と致しましては長い間新体操という競技に関わってまいりました。身体活動を伴い美を競うス

ポーツやダンス全般は、何でも興味関心を持っており好きな分野でありました。その意味ではこのボール

ルームダンスも大変素晴らしい競技であると好意的に思い、理事として楽しく拘わらせて頂いてきました。

このダンスは大人の裕福な方が取り組むダンスと思われておりますが、小中学生の競技会を拝見し、将

来を担うこの少年少女たちが他のスポーツ同様に取り組める環境をもっと沢山用意しなければならない

と痛感した次第です。また、ヨーロッパから発生したこのダンスは芸術・文化を担う歴史あるダンスでもあ

ります。「見る」・「する」・「支える」というスポーツのスローガンと同様に、自分がダンスをせずとも見て楽し

み、あるいは末永く継続できるよう支えて行く事も我 の々責務と感じております。

　

今後は来年10月に開催される「世界プロフェッショナル・ダンス選手権大会」に向け、日本選手の入賞と

若い世代のボールルームへの取り組みを強化し、多くのメディアに発信されていく事を目標として取り組

んで参りたいと存じます。浅学菲才ではありますが会員の皆様、ダンス愛好者の皆様、そして関係各位の

ご協力ご鞭撻を賜りますように切にお願い申し上げ挨拶と致します。

「見る」・「する」・「支える」をスローガンに！

会長就任のご挨拶

JBDF会長 石 﨑 朔 子
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スプリングキャンプを実施します
（ジュニア競技選手、ジュブナイル競技選手向け講習）

　このキャンプは、ジュニアやジュブナイルを対象に、ＪＢＤＦが世界に通用する競技選手を育成する
活動の一環として開催します。
　今回のキャンプでは、ジュニアのためのスポーツトレーニングや技術講習など、ダンス技術の向上
に繋がる豊富なメニューを用意しております。
1. 開催日時	 2025年3月25日（火）１０時２０分～１６時１０分（予定）
2. 開催会場	 森下文化センター　２Ｆ多目的ホール（東京都江東区森下3-12-17）
3. 参加資格	 �開催日当日１６歳未満で、ＪＢＤＦ加盟団体登録選手または次の何れかの競技会出場経験者

（日本インターナショナルダンス選手権大会、スーパージャパンカップダンス、小・中・
高校生ボールルームダンス・全日本チャンピオンシップ）

	 ※参加者１名につき、１名のご父兄またはコーチャーの見学が可能。
4. 内　　容	 ・ジュニアのためのスポーツトレーニング（講師：五月女叡佳）
	 ・ボールルーム＆ラテン講習会（講師：五月女光政・五月女叡佳）
5. 参 加 料	 1,000円　※見学される方も有料（1,000円）
	 ※参加料は、当日、会場でお支払いいただきます。
6. 定　　員	 １００名
7. 申込方法	 �参加申込書を事務局まで、E-Mailにてお申し込みください。参加申込書は、ＪＢＤＦホーム

ページ（イベント情報／スプリングキャンプ開催のお知らせ）より、ご入手願います。
8. 申込締切	 ２０２５年２月１４日（金）
	 ※定員に達した場合は、その時点で申込を締め切ります。あらかじめご了承のほどお願いいたします。

◆上記申込及び問合せ先  （公財）日本ボールルームダンス連盟　事務局
	 ＪＢＤＦホームページ：https://www.jbdf.or.jp/event/index.html
	 E-Mail：dance-junior@jbdf.or.jp

◆スプリングキャンプ開催のお知らせ◆
◎2024年度「プロ１級」「アマ１級」の認定試験を実施します！

2024年度JBDFプロフェッショナルダンス教師1級及びアマチュアダンス指導員1級の認定試験を本法人にて実施
します。年に一度の最上級試験です。受験資格を有する会員は、この機会に是非チャレンジしてください。
(プロ1級試験はボールルーム・ラテン、別々の試験となります。）

◎2024年度「プロフェッショナルダンス教師1級」認定試験要項
　受験資格：プロ（商業）2級を取得してから、講習日までに2年経過した方

❶集 合 講 習　1）ボールルーム1級試験
2025年2月19日（水)10：00～17：00（予定）

2）ラテン1級試験
2025年2月21日（金)10：00～17：00（予定）

講 習 会 場　日本ダンス会館【東京都中央区日本橋浜町】（変更になる場合があります。）
❷試　験　日　2025年3月21日（金)

試 験 会 場　森下文化センター【東京都江東区森下】※時間については、集合講習時に通知します。
❸認定手数料　各部門ともに75,000円（受講料50,000円 ＋ 受験料25,000円）
❹受 付 締 切　2024年12月23日（月）必着　お早めにお申し込みください。

◎2024年度「アマチュアダンス指導員1級」認定試験要項
　受験資格：アマ（地域）2級を取得してから、講習日までに１年経過した方

❶集 合 講 習　2025年2月17日（月）10：00～16：20（予定）
講 習 会 場　日本ダンス会館【東京都中央区日本橋浜町】（変更になる場合があります。）

❷試　験　日　2025年3月21日（金)
試 験 会 場　森下文化センター【東京都江東区森下】※時間については、集合講習時に通知します。

❸認定手数料　30,000円（受講料20,000円 ＋ 受験料10,000円）
❹受 付 締 切　2024年12月23日（月）必着　お早めにお申し込みください。
〈申込方法〉本法人HP「ダンスの資格」掲載の要項をご確認の上、申請書にご記入いただきお申込みください。
	 HPをご覧いただけない場合は、下記「お問合せ先」までご連絡ください。
〈そ の 他〉�申込後、2025年1月27日（月）までに本法人より受講者手帳等が未着の場合は、下記「お問合せ先」までご連絡ください。

お問い合わせ 〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町２－３３－４ 日本ダンス会館３F
(公財)日本ボールルームダンス連盟　資格審議部　１級試験係　☎０３－５６５２－７３５１

◆各種試験のお知らせ◆

●北海道ブロック
●東北ブロック
●関東甲信越ブロック
●京浜ブロック：東　京
	 ：神奈川

☎011-704-7297
☎0178-44-9654
☎0429-56-6050
☎03-5652-7341
☎045-444-6080

●東海北陸ブロック
●近畿ブロック
●中国ブロック
●四国ブロック
●九州ブロック

☎0564-23-7007
☎072-756-6133
☎082-255-1100
☎087-831-8683
☎093-622-0136

第５３回	
（２０２５年度・第１回）

「プロフェッショナルダンス教師５級認定試験」日程
― プロとしてダンスを教授するための資格 ―

各種認定試験 予定表
試験名 実施機関 講習または試験 日　程 場　所

試験審査員１級 ＪＢＤＦ試験本部
講習 ２０２５年１月２４日

日本ダンス会館 地下会議室
試験 ２０２５年２月１４日

試験審査員３・２級 九州ブロック
講習 ２０２５年２月 ２日

ダンススクール ライジングスター
試験 ２０２５年２月１６日

試験審査員３・２級 関東甲信越ブロック 講習及び試験 ２０２５年５月 ８日 熊谷文化創造館 さくらめいと
アマ指導員資格

4・3・2級 北海道ブロック
講習 ２０２５年２月２３日

栗林スタジオ
試験 ２０２５年４月１８日

プロ教師資格４級 北海道ブロック
講習 ２０２５年３月 ９日

栗林スタジオ
試験 ２０２５年4月１８日

プロ教師資格
４・Ｂ３・Ｂ２級 関東甲信越ブロック

講習 ２０２５年３月２７日 熊谷文化創造館 さくらめいと
試験 ２０２５年４月１８日 埼玉県県民活動総合センター

プロ教師資格
Ｌ３・Ｌ２級 関東甲信越ブロック

講習 ２０２５年３月２８日
熊谷文化創造館 さくらめいと

試験 ２０２５年５月 ８日
プロ教師資格４・３・２級 東京都ＰＤＩ協会 講習及び試験 2025年８月頃予定 森下文化センター

今 回 の 試 験 日

２０２５年4月18日㊎
京浜（神奈川）ブロックのみ、 
会場予約の都合により、
２０２５年４月２５日㊎

受付開始➡9：00
試験開始➡9：30

集合講習の日程と会場及び試験会場は、現在各ブロックで調整中です。
詳細については、各ブロック事務局または本法人事務局にお問い合わせ下さい。
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ダティン・晴代・ロー氏内田芳昭大会会長

6月15日（土）・16日（日）／有明コロシアム

2024WDC ワールドスーパーシリーズ
THE 45TH JAPAN INTERNATIONAL DANCING CHAMPIONSHIPS 2024

第45回／2024年
�日本インターナショナル�ダンス選手権大会

主催：公益財団法人日本ボールルームダンス連盟（JBDF）
主管：一般社団法人東部日本ボールルームダンス連盟
公認：WDC／一般社団法人NDCJ
後援：スポーツ庁／特定非営利活動法人国連UNHCR協会／公益社団法人日本ユネスコ協会連盟
特別協賛：インドネシア バヤン・グループ代表 ダティン・晴代・ロー

撮影：モダン出版㈱
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2位 S・Lとも海外選手が戴冠　　　　　野村組は準優勝を果たす！
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は
今

年
、
第
45
回
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
と
な
っ
た
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム

で
の
開
催
。
世
界
が
注
目
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
若
手
ホ
ー
プ
で
あ
る
ア
ベ
ル
組
ら
が
参

戦
し
た
フ
ロ
ア
は
、
国
際
大
会
に
ふ
さ
わ
し

い
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

 

大
会
1
日
目
の
プ
ロ
ラ
テ
ン
に
は
1
7
0
組

が
エ
ン
ト
リ
ー
。
今
年
の
全
英
選
手
権
5
位

の
実
績
を
持
つ
ハ
モ
ン
ド
組
を
は
じ
め
と
す

る
外
国
人
選
手
と
、
野
村
組
、
竹
内
組
ら
日

本
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
と
の
熱
い
戦
い
に
注
目
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ハ
モ
ン
ド
組
は
や
は
り
強
く

優
勝
に
輝
い
た
が
、
野
村
組
も
ヴ
ァ
イ
ノ
マ

ー
組
と
の
接
戦
を
制
し
準
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
7
位
の
髙
野
組
は
本
大
会
初
の
フ
ァ

イ
ナ
ル
入
り
。

 

2
日
目
の
プ
ロ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
は
2
0
7

組
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
3
組
が
決

勝
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
優
勝

は
ア
ベ
ル
組
。
軽
や
か
で
颯
爽
と
し
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
で
観
客
の
視
線
を
釘
付
け
に
し
ま

し
た
。
橋
本
組
の
引
退
で
日
本
勢
ト
ッ
プ
は

誰
か
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
3
位
の
デ
ィ

マ
組
と
接
戦
を
繰
り
広
げ
た
廣
島
組
が
惜
し

く
も
4
位
。
4
位
か
ら
7
位
は
昨
年
と
同
じ

日
本
ト
ッ
プ
プ
ロ
が
並
び
ま
し
た
。
ア
マ
チ
ュ

ア
部
門
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
五
月
女
組
と
ラ

テ
ン
の
海
老
原
組
，
若
き
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
見

事
な
三
連
覇
を
達
成
。

 

2
0
2
5
年
10
月
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
世

界
プ
ロ
選
手
権
に
向
け
て
、
日
本
選
手
の
世

界
へ
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Professional Latin American

プロ・ラテンアメリカン
Professional Standard

プロ・スタンダード
Pro.L 
7位

鈴木 佑哉 & 原田 彩華（東部）

Pro.L 
6位

Pro.LPro.L
優勝優勝

Pro.SPro.S
優勝優勝

Pro.L 
3位

ヤ
ー
ク
・
ヴ
ァ
イ
ノ
マ
ー 

＆ 

テ
ィ
ナ
・コ
ス
ケ
ン
ヴ
ァ
ル
タ

Pro.L 
4位

竹
内 

大
夢 

＆ 

中
島 

由
貴（
東
部
）

髙
野 

大
樹 

＆ 

加
藤 

奈
（々
東
部
）

Pro.L 
5位

八
谷 

和
樹 

＆ 

皆
川 

円（
東
部
）

ダレン・ハモンド & マリーナ・ステシェンコマディス・アベル ＆ リイス・エンド
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Ama.L 
優勝

Ama.S 
優勝

中村 エドワード漸 &
中村 エリザベス永理 太田 佳輝 & 吉村 春香

Daniel Lin & Selina Ke Roger Lin & Ivy Chung

飯沼 孟大 & 馬場 えりな

藤森 春樹 & 金山 咲月

渡辺 安登 & 三喜 穂菜美

吉田 篤志 ＆ 礒道 佑菜

Ama.S 
3位

Ama.S 
5位

Ama.S 
2位

Ama.S 
4位

Ama.S 
6位

五月女 光政 ＆ 五月女 叡佳 海老原 拳人 ＆ タカギ ルナ

Ricky Lai Yuxiang &
 Sally Xie Hongyu 町田 篤人 & 山﨑 笑夢

スタンダード入賞者
優勝 湯澤　夏樹 & 湯澤　珠里

2位 小林　寛康 & 林　　由佳

3位 大東　哲平 & 大東　にに

4位 田畑　芽吹 & 若島　倫子

5位 高橋　健史 & 高橋智惠子

6位 馬渕　亮一 & 馬渕　邦美

7位 徳原　正則 & 徳原絵里子

全日本シニアダンス選手権

引退デモン
ストレーション

Ama.L 
2位

Ama.L 
6位

Ama.L 
3位

Ama.L 
5位

09

ラテンアメリカン入賞者
優勝 村瀬　賢一 & 小笹　詩織

2位 佐藤　寿一 & 佐藤美奈子

3位 白井　佑治 & 宮永　梨多

4位 佐々木良太 & 若松菜々子

5位 東　　篤志 & 髙塚さえこ

6位 野村　　亮 & 木内　美奈

7位 宗形　隆史 & 牛渡　葉子

8位 馬渕　亮一 & 馬渕　邦美
Ama.L 

4位

ラテンアメリカン 優勝

村瀬 賢一 ＆ 小笹 詩織

スタンダード 優勝

湯澤 夏樹 & 湯澤 珠里

橋
本 

剛
・
恩
田 

恵
子

清
水 

基
允
・
丸
市 

美
幸

五月女組と
海老原組が
アマチュア部門
三連覇達成！

A
m

ateu
r L

atin
 A

m
erican

A
m

ateu
r L

atin
 A

m
erican

ア
マ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン

ア
マ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン

A
m

ateu
r S

tan
d
ard

A
m

ateu
r S

tan
d
ard

ア
マ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ア
マ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

昨年に引き続き会場となった有明コロシアム華やかな中にも格式あるセレモニー

野村直人・山﨑かりん組にSA級授与

大
竹
辰
郎
先
生
は
ス
テ
ッ
ピ
ー
&
フ
ェ
ザ
ン
ヌ
と

世
界
選
手
権
を
P
R
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本
大
会
は
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
（
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
）
と
ラ
テ
ン
の
各
5
種
目
を
踊

る
「
10
ダ
ン
ス
」
の
プ
ロ
統一全
日
本
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
定
す
る
競
技
会
。
世

界
選
手
権
の
代
表
選
考
会
で
も
あ
り
ま

す
。
注
目
は
八
谷
・
皆
川
組
。
２
０
2

１
年
の
本
大
会
で
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
て
優

勝
を
飾
り
、
昨
年
ま
で
3
連
覇
中
。
そ

し
て
昨
年
11
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催

さ
れ
た
10
ダ
ン
ス
世
界
選
手
権
で
3
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
八
谷
組

が
今
回
も
や
は
り
強
く
、
全
種
目
1
位

の
完
全
優
勝
で
4
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。
10
ダ
ン
ス
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目

標
に
掲
げ
る
八
谷
組
の
世
界
で
の
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
る
の
は
2
組
。

も
う
1
枠
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
、
こ
ち
ら

も
日
本
を
代
表
す
る
10
ダ
ン
サ
ー
で
あ

る
太
田・宮
㟢
組
。ラ
テ
ン
全
種
目
2
位
、

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
全
種
目
4
位
の
安
定
し

た
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
3
位
の
川
島・

竹
之
内
組
も
ボ
―
ル
ル
ー
ム
全
種
目
2

位
、
ラ
テ
ン
も
4
種
目
で
決
勝
入
り
を

果
た
し
、
昨
年
の
8
位
か
ら
順
位
を
上

げ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
ち
ら
も
昨
年
の

9
位
か
ら
4
位
に
躍
進
し
た
塩
野
・
松

野
組
は
こ
の
大
会
を
最
後
に
現
役
引
退

を
表
明
、
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。

併
催
の
Ｊ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
全
日
本
ア
マ
10
ダ
ン

ス
選
手
権
は
西
部
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
高
校

生
ペ
ア
で
あ
る
津
田
組
が
初
出
場
で
全

種
目
制
覇
の
完
全
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。

2025年世界10ダンス選手権大会日本代表派遣選手選考会

第24回プロフェッショナル
統一全日本10ダンス選手権大会

千田耕平
NDCJ会長

7月21日（日）／東京都立産業貿易センター浜松町館
主催：公益財団法人 日本ボールルームダンス連盟 
主管：一般社団法人 東部日本ボールルームダンス連盟
公認：一般社団法人ＮＤＣＪ 　　後援：スポーツ庁　　撮影：モダン出版㈱

総合順位 選手氏名 Ｗ Ｔ Ｖ Ｆ Ｑ Ｃ Ｓ Ｒ Ｐ Ｊ 合計点
優勝 八谷　和樹・皆川　　円 第１位 第１位 第１位 第１位 第１位 第１位 第１位 第１位 第１位 第１位 10

2 太田　喜之・宮﨑茉莉亜 第４位 第４位 第４位 第４位 第４位 第２位 第２位 第２位 第２位 第２位 30
3 川島　知也・竹之内舞美 第２位 第２位 第２位 第２位 第２位 準決勝 第５位 第７位 第５位 第５位 43
4 塩野　龍弥・松野　　葵 第６位 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝 第４位 第３位 第３位 第３位 第４位 65.5
5 十文字　勝・梶山　賀代 第３位 第３位 第５位 第５位 第３位 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝 74.5
6 三浦　捷人・安樂城奈智 準決勝 第７位 準決勝 第３位 第５位 準決勝 第６位 準決勝 第６位 準決勝 81
7 佐倉奈雄斗・松原　　優 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝 第６位 準決勝 第４位 第７位 準決勝 91
8 玉井　征爾・岩澤　桃子 最終予選 準決勝 準決勝 最終予選 第６位 第３位 第４位 第６位 準決勝 第３位 95
9 中川　真仁・まりね 準決勝 第８位 準決勝 準決勝 第７位 第７位 準決勝 最終予選 準決勝 準決勝 104.5
10 田沢　拓都・牧野　莉子 準決勝 第５位 第３位 準決勝 準決勝 最終予選 最終予選 最終予選 最終予選 最終予選 138

L B

川島知也・竹之内舞美（JBDF）

津田琥汰朗・津田マリア	
（西部）

松浦龍騎・松浦優莉華	
（東部）

山下遥聖・山下実彩妃	
（中部）

佐倉奈雄斗・松原　優（JBDF）

塩野龍弥・松野　葵（JBDF）

玉井征爾・岩澤桃子（JBDF）中川真仁・まりね（JCF）

三浦捷人・安樂城奈智（JBDF） 十文字勝・梶山賀代（JBDF）

田沢拓都・牧野莉子（JBDF）

石田茂之・矢野美帆子	
（東部）

四宮権一・吉田有希	
（東部）

遠藤顕広・高橋奈津美	
（東部）

2024年JBDF全日本アマ10ダンス選手権大会

3位

BL L

太田喜之・宮﨑茉莉亜（JBDF）2位

優勝2位3位4位5位6位

B

BL

7位

4位

8位9位

6位 5位

10位

全種目制覇で4連覇達成！

優勝 八谷和樹・皆川　円（JBDF）
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男女カップルS・L優勝
髙橋 優仁・眞下 月寧（埼玉）

男女カップルS優勝
福原 聖太・土屋 海音（埼玉）

男女カップルL優勝
藤枝 修也・林 日和（埼玉）

女子同士カップルL優勝
武井 那優・稲山 智美（山梨）

女子同士カップルS優勝
浜田 唯衣・大野 紡季（茨城）

女子同士カップルS・L優勝
竹安 優・前川 美桜（東京）

★中学生の部／女子同士カップル
スタンダード（W・T・Q総合） ラテンアメリカン（C・S・R総合）
優勝 藤本のぞみ・渡辺　華凛 優勝 加藤　向葵・黒嶋ひなの
2位 田所　葉弓・朴　　美静 2位 渡辺　華凛・藤本のぞみ
3位 磯部　沙衣・諸伏　由和 3位 吉﨑　空乃・堀越　万結
4位 佐藤　舞音・寺本　彩央 4位 折笠　羽音・水野　結梨
5位 水野　結梨・佐々木愛深 5位 佐藤　舞音・寺本　彩央
6位 渡邊　愛菜・猪狩　百叶 6位 田代真奈美・人見　優月
7位 田代真奈美・星野　にこ

★小学生低学年の部／男女カップル
スタンダード（W単科） ラテンアメリカン（C単科）
優勝 髙橋　優仁・眞下　月寧 優勝 髙橋　優仁・眞下　月寧
2位 李ウンザワ・石山　知果 2位 李ウンザワ・石山　知果
3位 本多　千佐・櫻庭えれな 3位 田尾　奏磨・中村友里愛
4位 伊藤　建都・畠山　清香 4位 大澤　拓土・眞下　天寧
5位 大澤　拓土・眞下　天寧 5位 竹安桜治郎・陳圓　覚心
6位 村川　　佳・青山　　愛 6位 伊藤　建都・畠山　清香

★高校生の部／男女カップル
スタンダード（W・T・F・Q総合） ラテンアメリカン（C・S・R・J総合）
優勝 津田琥汰朗・津田マリア 優勝 津田琥汰朗・津田マリア
2位 外村　温仁・田中　夏希 2位 吉岡　栄太・阪井　麗蘭
3位 小林　才時・小西　乙愛 3位 小林　才時・小西　乙愛
4位 鈴木　伶音・渡辺　華凛 4位 岡内　唯一・岡内　暖羽
5位 後藤　秀眞・藤本のぞみ 5位 鈴木　伶音・渡辺　華凛
6位 後藤　元暉・木戸陽菜乃 6位 後藤　元暉・木戸陽菜乃

★小学生低学年の部／女子同士カップル
スタンダード（W単科） ラテンアメリカン（C単科）
優勝 浜田　唯衣・大野　紡季 優勝 武井　那優・稲山　智美
2位 都築　麻音・渡邉こはる 2位 浜田　唯衣・大内　七海
3位 武井　那優・稲山　智美 3位 塚越　涼月・菊池　凛香
4位 小島　采夏・塚本　　鈴 4位 小島　采夏・塚本　　鈴
5位 五月女千晃・五月女暁音 5位 都築　麻音・渡邉こはる

6位 五月女千晃・五月女暁音

★高校生の部／女子同士カップル
スタンダード（W・T・F・Q総合） ラテンアメリカン（C・S・R・J総合）
優勝 橋本　華花・新井　ひな 優勝 加藤　向葵・黒嶋ひなの
2位 足立　結菜・松田　凛星 2位 細見マリア・芳村　京香
3位 北浦　佳奈・阿部　花音 3位 斉藤　愛心・斉藤　美音
4位 馬場　愛里・馬場　明里 4位 足立　結菜・松田　凛星
5位 石井　花音・石井　花恋 5位 馬場　愛里・馬場　明里
6位 花嵜　真由・鈴木陽菜乃 6位 折笠　羽音・佐々木愛深

★小学生高学年の部／男女カップル
スタンダード（W・Q総合） ラテンアメリカン（C・S総合）
優勝 福原　聖太・土屋　海音 優勝 藤枝　修也・林　　日和
2位 足立　博海・李　　徐琬 2位 吉岡　裕太・奥秋　るか
3位 藤枝　修也・林　　日和 3位 足立　博海・李　　徐琬
4位 鈴木　海璃・細井みずき 4位 吉田　和馬・今城　雨翰
5位 吉田　和馬・今城　雨翰 5位 天道　晴人・芳村　綾香
6位 吉岡　裕太・奥秋　るか 6位 福原　聖太・土屋　海音

★小学生高学年の部／女子同士カップル
スタンダード（W・Q総合） ラテンアメリカン（C・S総合）
優勝 竹安　　優・前川　美桜 優勝 竹安　　優・前川　美桜
2位 足立　結月・松田　凛空 2位 孫　　藝菲・柳　　真希
3位 吉﨑　月乃・赤瀬　陽香 3位 関根　乙央・赤羽　愛梨
4位 小島　千果・神戸　　咲 4位 石山奈々佳・周　　美恵
5位 今井　天月・正木　　葵 5位 赤瀬　陽香・吉﨑　月乃
6位 熊谷　奈々・栗原　梨央 6位 十文字心椛・佐藤まりん
7位 石山奈々佳・周　　美恵 7位 奥山　絹子・神戸　　晴

★中学生の部／男女カップル
スタンダード（W・T・Q総合） ラテンアメリカン（C・S・R総合）
優勝 吉岡　栄太・勝木　里桜 優勝 原澤　英大・竹之内梨音
2位 原澤　英大・竹之内梨音 2位 茂呂　駿舞・今村　朱里
3位 茂呂　駿舞・今村　朱里 3位 藤枝　大河・宮澤　めぐ
4位 藤枝　大河・宮澤　めぐ 4位 大羽　　諒・安齋　佳恵
5位 小宮　康平・飯沼　恵都 5位 児山　遥都・金子　　葵
6位 児山　遥都・金子　　葵 6位 小宮　康平・飯沼　恵都

女子同士カップルL優勝
加藤 向葵・黒嶋 ひなの（千葉）

男女カップルL優勝
原澤 英大・竹之内 梨音（山梨）

女子同士カップルS優勝
藤本 のぞみ・渡辺 華凛（神奈川）

男女カップルS優勝
吉岡 栄太・勝木 里桜（東京）

男女カップルS・L優勝
津田 琥汰朗・津田 マリア（大阪）

女子同士カップルL優勝
加藤 向葵・黒嶋 ひなの（千葉）

女子同士カップルS優勝
橋本 華花・新井 ひな（埼玉）

　

本
大
会
は
日
本
初
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス

世
代
の
全
国
大
会
と
し
て
2
0
0
5
年
に
ス

タ
ー
ト
、
今
年
で
20
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
会
場
側
の
事
情
で
例
年
の
中

央
区
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら
東
京

都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
に
場
所

を
移
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国

17
都
道
府
県
か
ら
例
年
同
様
の
2
0
0
組

を
超
え
る
小
・
中
・
高
校
生
選
手
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
早
朝
か
ら
子
供
た
ち
の
歓
声
と
保
護

者
・
関
係
者
の
方
々
の
応
援
の
声
が
響
き
渡

り
、
今
年
の
夏
の
記
録
的
な
暑
さ
を
も
吹
き

飛
ば
す
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
界
に
と
っ
て
ジ
ュ
ニ
ア
層
へ
の
普

及
・
育
成
は
重
要
課
題
で
す
。
J
B
D
F

は
今
後
も
ボ
―
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
の
裾
野
を

青
少
年
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
ダ

ン
サ
ー
の
育
成
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

8月10日（土）／東京都立産業貿易センター浜松町館8月10日（土）／東京都立産業貿易センター浜松町館
主催：公益財団法人 日本ボールルームダンス連盟（JBDF）　　後援：スポーツ庁／東京都教育委員会　　撮影：モダン出版㈱ 内田芳昭JBDF会長代行

小・中・高校生ボールルームダンス小・中・高校生ボールルームダンス
全日本チャンピオンシップ全日本チャンピオンシップ

20242024年度年度

全国17都道府県からジュニアダンサーが集まった開会式

小学生低学年の部　☆文部科学大臣賞対象競技会

小学生高学年の部 

中学生の部

高校生の部

各部門順位

13 12
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2024年JBDF全日本プロフェッショナルダンス選手権大会
第74回 全日本アマチュアダンス選手権大会

文部科学大臣杯

令和6年9月21日（土）・22日（日）　シャトレーゼガトーキングダムサッポロ
主催：（公財）日本ボールルームダンス連盟　主管：北海道ボールルームダンス連盟	 撮影：モダン出版㈱

　

9
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰
の
両
日
、
6
年
ぶ
り
11
回

目
の
札
幌
開
催
と
な
っ
た
「
2
0
2
4
年
J
B
D
F

全
日
本
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
・

第
74
回
全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
」

が
第
23
回
大
会
（
昭
和
48
年
）
よ
り
長
年
慣
れ
親

し
ん
だ
真
駒
内
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

か
ら
札
幌
北
区
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、
シ
ャ
ト
レ
ー

ゼ
ガ
ト
ー
キ
ン
グ
ダ
ム
サ
ッ
ポ
ロ
に
会
場
を
移
し
開

催
さ
れ
た
。

　

一
日
目
の
プ
ロ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
部
門
に
は

1
1
8
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
野
村
直
人
・
山
﨑
か
り

ん
組
が
全
種
目
制
覇
で
昨
年
の
九
州
大
会
に
引
き
続

き
、
2
連
覇
を
達
成
。

　

二
日
目
の
プ
ロ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
部
門
に
は

1
4
2
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
昨
年
体
調
不
良
で
欠
場

し
た
廣
島
悠
仁
・
石
渡
あ
り
さ
組
が
全
種
目
を
制

し
全
日
本
選
手
権
初
優
勝
に
輝
い
た
。
ま
た
、
地
元

北
海
道
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
大
西
亘
・
大
西
ち
か
る
組

が
決
勝
に
進
出
し
会
場
は
大
い
に
沸
い
た
。

　

全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
に
お
い

て
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
部
門
は
飯
沼
孟
大
・
馬
場

え
り
な
組
が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
部
門
は
海
老
原

拳
人
・
タ
カ
ギ
ル
ナ
組
が
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

ま
た
、
競
技
ダ
ン
ス
の
更
な
る
普
及
を
目
指
し

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
と
し
て
両
日
「
ラ
テ
ン
ダ
ブ
ル
ス
」

が
披
露
さ
れ
た
。
親
子
や
兄
弟
姉
妹
、
学
連
や
学

連
O
B
O
G
な
ど
様
々
な
ペ
ア
が
二
日
間
で
延
べ
約

90
組
参
加
し
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

廣島 悠仁
・

石渡ありさ
（東部）

金野哲也・井之口香織（東部）福田裕一・エリザベス グレイ（東部）八谷和樹・皆川 円（東部）

鈴木佑哉・原田彩華
（東部）

髙野大樹・加藤奈々
（東部）

小林恒路・赤沼美帆
（東部）

島田寛隆・村松明香
（西部）

中島光一・奥山智美
（東部）

大西 亘・大西ちかる
（北海道）

竹内大夢・中島由貴（東部）

野村 直人
・

山﨑かりん
（東部）

プロ・ラテンアメリカン プロ・スタンダード

優勝

2位2位 3位3位

4位

4位 5位5位 6位6位

プロ・ラテンアメリカン準決勝進出者
７位 服部　一眞・牧野　果礼	 （東部）
８位 松岡　孝宣・三橋　　櫻	 （東部）
９位 関　　勇人・長谷川真希	 （東部）
１０位 三室　雄司・武藤　慶子	 （東部）
１１位 岡本　圭祐・塚越　あみ	 （東部）
１２位 伊藤　　光・中川　サリ	 （東部）

プロ・スタンダード準決勝進出者
７位 若代　　愼・辰巳友莉亜	 （東部）
８位 八谷　和樹・皆川　　円	 （東部）
９位 井﨑　健太・井﨑　沙織	 （東部）
１０位 景山　雄紀・和田　有可	 （東部）
１１位 アングル相貴・菊田和嘉子	 （東部）
１２位 杉野　貴史・ＩＲＥＰ 	 （東部）

アマチュア・スタンダード入賞者
優勝 飯沼　孟大・馬場えりな	 （東部）

２位 藤森　春樹・金山　咲月	 （東部）

３位 石垣　和宏・苅谷　芽唯	 （東部）
４位 中村エドワード漸・中村エリザベス永理	（東部）
５位 津田琥汰朗・津田マリア	 （西部）

６位 米積　雄大・和田みさり	 （東部）

アマチュア・ラテンアメリカン入賞者
優勝 海老原拳人・タカギ ルナ	 （東部）
２位 渡辺　安登・三喜穂菜美	 （東部）
３位 吉田　篤志・礒道　佑菜	 （東部）

４位 町田　篤人・山﨑　笑夢	 （東部）

５位 大木　大樹・大木　風香	（北海道）
６位 津田琥汰朗・津田マリア	 （西部）

オープニングパレード

プロ・スタンダード表彰式プロ・ラテンアメリカン表彰式

SA級授与：正谷恒輝・齋藤愛組 会場：シャトレーゼガトーキングダムサッポロエキシビション〔ラテンダブルス〕

内田芳昭JBDF会長代行挨拶

優勝
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神
奈
川
県
で
は
、
市
民
を
対
象
に
し
た
事

業
を
年
に
三
か
ら
四
回
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
二
月
に
市
民
ダ
ン
ス
交
流
会
（
技
術
講
習
会

編
）、
五
月
と
九
月
に
市
民
ダ
ン
ス
交
流
会
（
パ

ー
テ
ィ
ー
編
）を
行
い
ま
し
た
。
十
一
月
に
は「
ダ

ン
ス
の
日 

大
舞
踏
会
in
神
奈
川
」
を
開
催
し

ま
す
。

各
都
道
府
県
に
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン
ス
指

導
員
協
会
が
あ
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
指
導
員
の
皆

様
が
主
体
的
に
運
営
し
、
活
動
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

神
奈
川
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ

ン
ス
指
導
員
統
括
委
員
会
が
あ
り
、
一
般
社
団

法
人
・
神
奈
川
県
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連
盟

（
Ｋ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
の
中
の
一
つ
の
委
員
会
と
し
て

委
員
長
に
は
、
副
会
長
の
藤
本
明
彦
先
生
、
普

及
広
報
部
長
の
鈴
木
啓
先
生
が
委
員
長
代
行

に
、
委
員
に
は
理
事
の
四
名
の
プ
ロ
の
先
生
と

理
事
及
び
社
員
の
三
名
の
ア
マ
チ
ュ
ア
指
導
員

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン

ス
指
導
員
の
方
々
と
協
力
し
て
普
及
広
報
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

八
年
前
の
平
成
二
十
八
年
に
従
来
の
協
会
を

解
散
し
、
こ
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

Ｋ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
年
間
事
業
に
組
み
込
ま
れ
た
当

委
員
会
の
主
管
事
業
に
は
役
員
の
ア
マ
チ
ュ
ア

指
導
員
と
共
に
委
員
の
先
生
方
が
大
会
委
員

長
、
実
行
委
員
長
、
副
実
行
委
員
長
を
務
め
、

参
加
者
の
お
相
手
を
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
と

踊
る
楽
し
み
で
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
参
加
者
の
お
相
手
と
し
て
無
料
奉
仕
を

さ
れ
る
Ｋ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
社
員
の
先
生
方
も
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
事
業
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
指
導
員
の
活

動
の
場
、
及
び
活
動
支
援
の
場
と
し
て
の
拠
り

所
で
も
あ
り
ま
す
。

本
年
五
月
十
九
日
の
市
民
ダ
ン
ス
交
流
会

は
、
横
浜
の
中
心
地
に
あ
り
ま
す
横
浜
市
技
能

文
化
会
館
で
午
後
一
時
半
か
ら
四
時
半
ま
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
般
参
加
・
一
六
一
名
、
別
に
一
般
参
加
ア
マ

チ
ュ
ア
指
導
員
・
十
五
名
、役
員
（
プ
ロ
＆
ア
マ
）・

十
五
名
、
奉
仕
頂
い
た
プ
ロ
の
先
生
方
・
五
名
、

東
京
か
ら
見
学
の
先
生
・
二
名
、
総
計
一
九
八

名
と
大
盛
況
で
し
た
。

十
二
時
に
役
員
が
集
合
し
、

鈴
木
先
生
よ
り
新
任
の
ご
挨

拶
、
藤
本
先
生
よ
り
「
実
行
委

員
長
が
、
藤
本
先
生
よ
り
鈴
木

先
生
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
」

新
体
制
へ
の
協
力
要
請
の
ご
挨

拶
の
後
に
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

吉
川
よ
り
段
取
り
の
説
明
が
あ

っ
て
準
備
作
業
に
取
り
掛
か
り

ま
し
た
。

午
後
一
時
半
の
ド
ア
オ
ー
プ

を
早
め
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
で
楽
し

ん
で
貰
い
ま
し
た
。

二
時
か
ら
主
催
者
挨
拶
を
鈴
木
実
行
委
員

長
、
続
い
て
藤
本
大
会
委
員
長
よ
り
参
加
へ
の

謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ミ
キ
シ
ン
グ
ダ

ン
ス
か
ら
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
へ
と
続
き
ま
し
た
。

疲
れ
た
所
で
、
小
松
美
年
子
先
生
、
藤
本
先

生
に
よ
る
「
お
楽
し
み
講
習
会
」、
マ
ン
ボ
を
主

体
に
し
た
サ
ル
サ
の
基
本
ス
テ
ッ
プ
を
取
入
れ

た
内
容
で
。
気
持
ち
良
く
、
誰
と
で
も
楽
し
く

踊
る
マ
ナ
ー
の
普
及
に
も
考
慮
し
た
講
習
で
し

た
。そ

の
後
、
市
民
交
流
の
場
に
相
応
し
く
色
々

な
方
と
楽
し
く
踊
っ
て
頂
く
ニ
十
分
ご
と
の
ミ

キ
シ
グ
ダ
ン
ス
と
フ
リ
ー
ダ
ダ
ン
ス
を
交
互
に

二
回
行
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
頂
け

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
一
社
）
神
奈
川
県
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連
盟
・
理
事

ア
マ
チ
ュ
ダ
ン
ス
指
導
員
統
括
委
員
会

吉
川
　
恒
孝

主
催
　（
一
社
）神
奈
川
県
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連
盟

主
管
　
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン
ス
指
導
員
統
括
委
員
会

後
援
　
横
浜
市
教
育
委
員
会

市
民
ダ
ン
ス
交
流
会

KBDF

午後1時半～4時半
2階 多目的ホール

令和6年5月19日

於：技能文化会館

鈴木啓先生

藤本明彦先生
会場は大勢の方で
埋め尽くされました

「お楽しみ講習会」に熱心に参加しています

日
　
時
：
9
月
１
日
㈰ 

9
時
30
分
～
15
時

場
　
所
：
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
市
川

普
及
委
員
長
：
松
浦
孝
俊

受
講
者
：
17
名

報
告
者
：
大
島
寿
子

　

８
月
半
ば
か
ら
連
日
の
台
風
と
そ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
る
中
、
９
月
１
日
は
天
候
に
左

右
さ
れ
ず
無
事
開
催
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
２
年
７
月
に
教
員
免
許

更
新
制
度
が
廃
止
に
な
り
、こ
の
「
J
B
D
F

は
じ
め
て
の
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
指
導
者

養
成
講
習
会
」
は
、
学
校
教
員
を
メ
イ
ン
と

し
て
開
催
さ
れ
て
き
た
た
め
、
打
ち
切
り
の

方
向
へ
傾
い
て
い
た
。
し
か
し
公
益
事
業
と

し
て
20
年
以
上
の
実
績
を
持
つ
講
習
会
を
こ

こ
で
終
了
す
る
こ
と
は
、
J
B
D
F
の
知
的

な
財
産
の
損
失
に
な
る
と
懸
念
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
免
許
更
新
制
度
に
従
い
、
年

４
日
間
の
開
催
だ
っ
た
た
め
、
ダ
ン
ス
教
師
や

一
般
の
参
加
が
難
し
か
っ
た
。
今
回
、
ス
リ

ム
化
し
た
時
間
割
り
を
試
み
、
受
講
し
や

す
い
内
容
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
受

講
者
の
ほ
と
ん
ど
が
J
B
D
F
プ
ロ
会
員
で
、

一
般
と
教
員
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
交
じ
り
合
い

３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
た
。

　

こ
の
講
習
の
主
軸
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
学
習

で
は
、
種
目
の
リ
ズ
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
時

間
を
掛
け
る
。
そ
の
後
、「
模
擬
授
業
」
で
、

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
の
リ
ズ
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

ヒ
ン
ト
に
自
由
発
展
さ
せ
、「
１
，
2
，
3
，

4
＆
」
の
リ
ズ
ム
を
変
え
な
い
と
い
う
ル
ー

ル
で
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
創
作
す
る
。
そ

し
て
、
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
「
学
習
の
ま

と
め
の
発
表
会
」
で
、
各
チ
ー
ム
の
発
表
時

間
に
な
る
。
観
客
は
他
チ
ー
ム
と
講
師
だ
が
、

素
晴
ら
し
く
工
夫
さ
れ
た
一
期
一
会
の
作
品

を
鑑
賞
す
る
。
チ
ー
ム
の
見
所
や
他
者
か
ら

の
感
想
を
述
べ
た
り
し
て
、
始
終
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
展
開
さ
れ
る
。
こ
の

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
実
際
の
学
校
授
業
で

も
長
年
行
っ
て
い
る
。
通
常
、
学
校
で
行
わ

れ
る
創
作
ダ
ン
ス
と
違
う
点
は
、「
種
目
の

リ
ズ
ム
を
死
守
」
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
よ
り
、

一
般
的
に
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
の
異
な
る

リ
ズ
ム
が
難
し
く
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち

だ
が
、
は
じ
め
て
体
験
す
る
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

ダ
ン
ス
導
入
時
か
ら
先
入
観
が
な
く
、
各
種

目
の
リ
ズ
ム
へ
の
理
解
が
深
ま
る
。
指
導
者

の
立
場
と
し
て
は
、
既
成
の
フ
ィ
ガ
ー
で
は

な
く
、『
今
、
持
っ
て
い
る
力
』
が
形
と
な
っ

て
見
え
て
く
る
こ
の
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と

に
よ
り
教
育
的
効
果
や
学
習
の
ね
ら
い
を
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

今
回
、
時
間
短
縮
で
行
わ
れ
た
が
学
校
学

習
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
施
設
、
地
域
活
動
、

会
社
研
修
等
の
幅
広
い
社
会
で
、
こ
の
講
習

内
容
が
活
用
出
来
る
と
の
声
も
上
が
っ
た
。

参
加
者
全
員
が
楽
し
み
を
共
有
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
た
こ
と
で
、
今
後
の
講
習
会
継

続
が
期
待
出
来
る
。

２
０
２
４
年
度「
Ｊ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
じ
め
て
の
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
指
導
者
養
成
講
習
会
」報
告

［
普
及
委
員
会
報
告
］

講師  島輝子（右）、大島寿子
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２
０
２
４
年
10
月
６
日
（
日
）、
日
本
女
子

大
学
附
属
二
階
堂
高
等
学
校
（
校
長　

石
﨑

朔
子
）
体
育
館
に
お
い
て
、
８
歳
か
ら
15
歳

の
ジ
ュ
ニ
ア
18
名
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
A
D
S

ジ
ュ
ニ
ア
」（
指
導
：
新
井
亜
矢
子
先
生
）
が

出
演
。
ソ
ロ
と
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
流
れ

る
よ
う
に
織
り
交
ぜ
た
演
技
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
朝
９
時
に
入
校
、
リ
ハ
ー
サ
ル
、

音
響
と
司
会
の
二
階
堂
学
園
の
新
体
操
部
の

生
徒
さ
ん
と
打
合
せ
後
、
10
時
20
分
よ
り
本

番
。

　

午
前
中
早
い
こ
と
も
あ
り
体
育
館
は
満
員

と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
沢
山
の
生
徒

の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
が
観
戦
に
来
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

い
き
な
り
観
客
の
皆
様
が
手
拍
子
や
か
け
声

を
か
け
て
下
さ
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
サ
ー
か

ら
も
自
然
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

　

藤
枝
大
河
・
宮
澤
め
ぐ
み
組
が
ド
レ
ス
と

燕
尾
服
で
登
場
す
る
と
「 

綺
麗
！
」
と
い

う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
あ
が
っ
て
お
り
、

特
に
ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で
軽
快
に
動
き
回

る
ス
テ
ッ
プ
の
時
は
、
こ
の
日
一
番
の
大
歓
声

で
し
た
。 

　

途
中
選
手
紹
介
を
挟
ん
で
か
ら
は
、
学
生

の
皆
様
が
選
手
の
名
前
を
覚
え
て
下
さ
り
、

名
前
を
呼
ん
で
応
援
を
し
て
い
た
だ
け
、
選

手
も
嬉
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

A
D
S
ジ
ュ
ニ
ア
の
選
手
は
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
、
ソ
ロ
、 

選
手
紹
介
、
ダ
ン
ス
の
説
明

な
ど
、
し
っ
か
り
と
リ
ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
て

練
習
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
30
分

の
シ
ョ
ー
も
大
変
見
応
え
が
あ
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

観
戦
を
終
え
た
生
徒
の
方
に
感
想
を
聞
き

ま
し
た
。

　
「
社
交
ダ
ン
ス
を
始
め
て
見
ま
し
た
が
、

私
達
く
ら
い
の
年
齢
の
人
や
小
さ
い
子
が

踊
っ
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。」、「
衣
装
が

素
敵
で
し
た
。」、「
小
さ
い
子
が
可
愛
か
っ

た
。」、「
沢
山
賞
を
貰
っ
て
い
て
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。」 

等
々

　

２
０
２
４
年
10
月
20
日
（
日
）、
世
田
谷
区

総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
60
回
世
田

谷
区
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
」（
主
催
：
公
益
財

団
法
人
世
田
谷
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
理

事
長　

石
﨑
朔
子
））
で
、
T
B
S
C
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
（
指
導
：
髙
橋
英
樹
先
生
、
木

崎
マ
リ
ン
先
生
）
の
６
歳
か
ら
15
歳
の
ジ
ュ
ニ

ア
10
名
が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
朝
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
リ
ハ
ー
サ
ル
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
サ
ー
達

は
30
分
の
シ
ョ
ー
を
笑
顔
で
立
派
に
成
し
遂

げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　

社
交
ダ
ン
ス
の
発
表
の
前
に
新
体
操
の
発

表
が
あ
り
、
そ
こ
に
参
加
を
し
た
小
さ
い
お

子
様
達
・ 

保
護
者
の
皆
様
が
残
っ
て
下
さ
っ

た
の
で
、
そ
の
方
々
の
前
で
ダ
ン
ス
を
披
露

す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

　

ま
た
当
日
、
音
響
や
観
客
の
誘
導
等
、
世

田
谷
区
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
方
々
が
お

手
伝
い
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

　

今
回
は
社
交
ダ
ン
ス
を
見
た
こ
と
が
な
い

方
、
特
に
小
さ
い
子
供
達
に
ダ
ン
ス
を
見
る

機
会
を
作
る
事
は
出
来
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
興

味
を
持
っ
た
子
供
達
が
実
際
に
教
室
に
足
を

運
べ
る
よ
う
、
世
田
谷
区
の
ジ
ュ
ニ
ア
の
ク
ラ

ス
が
あ
る
教
室
な
ど
を
宣
伝
す
る
な
ど
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

華
如
桃
李（
日
本
女
子
体
育
大
学
付
属
二
階
堂
高
等

学
校
文
化
祭
）で
演
技
披
露

「
第
60
回
世
田
谷
区
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
」で
演
技

披
露	

報
告
者
・
写
真
撮
影
：
檜
山
公
美
子

［
普
及
委
員
会
報
告
］

報
告
者
：
檜
山
公
美
子

写
真
提
供
：
モ
ダ
ン
出
版
㈱

報
告
者
：
石
井
昌
代　
　

写
真
提
供
：
モ
ダ
ン
出
版
㈱

　

２
０
２
４
年
11
月
４
日
（
月
・
祝
）、
日

暮
里
サ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
カ
バ
ヤ

食
品
㈱
様
、
㈱
ボ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ 

イ
ケ
ダ
様
、
Y's
ダ
ン
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

様
等
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、
ジ
ュ
ニ
ア
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
供
達
へ
の
ダ
ン
ス
普
及
及
び
交
流
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
「
J
B
D
F
ジ
ュ
ニ
ア
・

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
・
ダ
ン
ス
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

は
、
昨
年
度
の
東
京
都
江
東
区
、
続
い
て

今
年
1
月
の
静
岡
県
、
そ
し
て
今
回
第

３
回
を
東
京
都
荒
川
区
の
日
暮
里
サ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
て
開
催
を
致
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
関
東
近
郊
や
都
内
か
ら
１
０
０
名
以

上
の
幅
広
い
年
齢
の
子
供
達
が
集
ま
り
、

子
供
達
の
た
め
の
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に
は
ダ
ン
ス
以
外
に
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
の
指
導
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
か
ら
、
開
会
前
に
は
挨
拶
の
練
習
を
行

い
ま
し
た
。「
こ
ん
に
ち
は
！
」「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
、
大
き
な
声
が

出
せ
る
よ
う
に
繰
り
返
し
練
習
し
、
開
会

の
挨
拶
や
イ
ベ
ン
ト
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
ス
ポ
ン
サ
ー
様
へ
の
ご
挨
拶
も
し
っ
か
り

出
来
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
は
、
同
じ
ス
ク
ー

ル
の
子
供
だ
け
で
は
な
く
、
年
齢
の
離
れ

た
子
が
一
緒
に
盛
り
上
が
れ
る
ゲ
ー
ム
や

ダ
ン
ス
タ
イ
ム
、
そ
し
て
小
さ
い
子
が
飽

き
な
い
よ
う
に
風
船
を
飛
ば
し
て
走
り
回

れ
る
自
由
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
９
組
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
披
露
が
あ
り
ま
し

た
。
以
前
参
加
し
た
チ
ー
ム
に
お
い
て
は
、

成
長
や
更
な
る
工
夫
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
て
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
会
後
に
は
、
部
員
の
片
付
け
作
業
を

見
た
保
護
者
の
方
々
が
積
極
的
に
手
伝
っ

て
く
だ
さ
る
な
ど
、
皆
で
作
っ
た
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
た
事
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

し
た
。 

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
の
子
供
達
か

ら
は
、
次
回
は
い
つ
や
る
の
？ 

楽
し
か
っ

た
！ 

友
達
が
出
来
た
よ
！ 

と
の
嬉
し
い

声
。
保
護
者
の
方
々
か
ら
も
、
良
い
イ
ベ

ン
ト
だ
っ
た
と
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ダ
ン
ス
の
目
標
の
一
つ
に
競
技
会

が
あ
り
ま
す
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
時
代
に
ダ
ン

ス
を
通
じ
て
多
く
の
経
験
を
す
る
事
は
、

技
術
だ
け
で
は
な
く
ダ
ン
ス
の
幅
を
広
げ

る
事
に
も
繋
が
り
ま
す
。
こ
の
交
流
会
を

通
し
て
仲
間
と
の
出
会
い
と
学
び
を
経
験

し
、
安
心
し
て
ダ
ン
ス
を
続
け
て
も
ら
え

た
ら
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
今
回
の
開
催
に
際
し
、
快
く
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆

様
、
そ
し
て
事
前
準
備
か
ら
当
日
ま
で
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

J
B
D
F
ジ
ュ
ニ
ア・ボ
ー
ル
ル
ー
ム・ダ
ン
ス・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
東
京
を
開
催
し
て

［
普
及
委
員
会
報
告
］

Y’sダンスクリエーション
島田明子会長

㈱ボール・プランニング
池田栄代表
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公
益
財
団
法
人 

日
本
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連
盟

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告

公
益
目
的
事
業

1
普
及
・
啓
発
に
関
す
る
活
動

①�

Ｊ
Ｂ
Ｄ
Ｆ「
は
じ
め
て
の
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン

ス
」（
社
交
ダ
ン
ス
）指
導
者
養
成
講
習
会
事
業

※
令
和
４
年
７
月
１
日
か
ら
の「
教
員
免
許
更
新

制
」
廃
止
に
伴
い
本
事
業
を
見
直
す
こ
と
と

し
た
。

②�

学
校
学
習
支
援
事
業（
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
、行
政・

学
校
・
団
体
等
連
携
協
力
事
業
を
含
む
）

⃝

内
容
：
全
国
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
研
究
協

力
校
の
サ
ポ
ー
ト
並
び
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

タ
ー
や
講
師
の
派
遣
、
模
範
演
技
、
ダ
ン
ス
講

習
に
よ
る
体
験
学
習
及
び
広
報

※
２
０
２
３
年
度
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
申
込
み

が
、一
校
も
な
か
っ
た
。

③
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、定
期
研
修
会

（
③
―
１
）サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

⃝

開
催
日
：
２
０
２
３
年
７
月
11
日
㈫
・
12
日
㈬

⃝

会
場
：
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う「
江
東
公
会
堂
」

⃝

実
施
状
況
：
２
日
間
で
４
１
８
人
の
会
員
及

び
一
般
の
方
の
参
加
が
あ
っ
た
。ス
タ
ン
ダ
ー

ド
は
タ
ン
ゴ
、
ラ
テ
ン
は
ル
ン
バ
を
中
心
に
講

習
を
し
、「
み
ん
なd

e

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
Ⅲ
」と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
ル
ー
テ
ィ
ン
を
作
り
、
サ
ー

ク
ル
等
で
活
用
し
て
い
た
だ
く
為
の
講
習
を

行
っ
た
。

⃝

特
記
事
項
：
「to

to

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
」の

助
成
を
受
け
た
。

（
③
―
2
）定
期
研
修
会

⃝

実
施
状
況
：
２
０
２
３
年
度
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
は
タ
ン
ゴ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
は
ル
ン
バ

を
指
定
項
目
と
し
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
発

表
さ
れ
た
ス
テ
ッ
プ
を
中
心
に
講
習
が
な
さ

れ
た
。

⃝

特
記
事
項
：
全
国
33
会
場
で
、
１
、１
２
０
人

が
参
加
し
た
。

④
地
域
協
会
支
援
事
業

⃝

実
施
状
況
：
各
都
道
府
県
地
域
協
会
が
開
催

す
る
。ダ
ン
ス
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
一
般

の
人
達
も
気
軽
に
体
験
で
き
る
よ
う
な
一
般

参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
事
業
に
対
し
助
成

金
を
支
給
し
た
。

⃝

特
記
事
項
：
21
地
域
協
会
／
53
事
業

⑤
ダ
ン
ス
ウ
ィ
ー
ク「
ダ
ン
ス
の
日
」事
業

（
⑤
―
１
）ダ
ン
ス
の
日

※
開
催
方
法
や
支
援
方
法
に
つ
い
て
見
直
し
中

で
あ
る
こ
と
か
ら
、事
業
を
行
わ
な
か
っ
た
。

（
⑤
―
2
）
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ダ
ン
ス

前
夜
祭・ダ
ン
ス
マ
イ
ラ
イ
フ
大
舞
踏
会

※
２
０
２
３
年
度
は
中
止
と
し
た
。

⑥
そ
の
他
の
活
動

（
⑥
―
1
）ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
開
発

⃝

実
施
状
況
：
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
ク
ー
ル
開
校
教
室

は
本
法
人
指
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
原
則
、
１

回
に
つ
き
、
60
分
か
ら
90
分
、
13
回
を
１
ク
ー

ル
と
し
年
間
で
３
ク
ー
ル
）
を
参
考
に
レ
ッ
ス

ン
を
行
う
。本
法
人
は
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
ク
ー
ル

開
校
教
室
に
対
し
、
無
料
で
出
席
カ
ー
ド
と

シ
ー
ル
を
配
布
す
る
と
共
に
５
人
以
上
の
生

徒
を
有
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
ク
ー
ル
に
対
し
、１

回
の
開
催
に
付
き
、
１
、０
０
０
円
の
補
助
金

を
支
給
し
た
。

⃝

支
援
状
況
：
18
都
府
県
／
41
教
室
／
４
１
９
人

⃝

特
記
事
項
：
全
国
の
指
導
者
や
ジ
ュ
ニ
ア

に
よ
る
交
流
会
を
開
催
し
た
。「Ju

n
io

r 
B

a
llro

o
m

 D
a
n
ce M

e
e
tin

g

」
と
し
、

２
０
２
４
年
１
月
13
日
㈯
に
静
岡
県
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で

開
催
し
た
。参
加
者
88
人
で
、
ダ
ン
ス
が
初
め

て
の
方
も
参
加
で
き
る
内
容
に
し
、
未
就
学

児
か
ら
大
学
生
ま
で
集
ま
り
、
ゲ
ー
ム
や
ダ

ン
ス
講
習
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
楽

し
ん
だ
。

2
相
談・助
言
に
関
す
る
活
動

①
優
良
教
室
認
定
事
業

⃝

特
記
事
項
：
優
良
認
定
教
室
：
92
、
認
定
教

室
：
９
２
４（
２
０
２
４
年
３
月
31
日
現
在
）

3
調
査・資
料
収
集
に
関
す
る
活
動

①
機
関
誌（
ダ
ン
ス
マ
イ
ラ
イ
フ
）作
成
事
業

⃝

発
行
回
数
：
年
間
２
回
、92
号
・
93
号
を
発
行

し
た
。

⃝

発
行
部
数
：
92
号
（
８
、５
０
０
部
）、
93
号

（
８
、３
０
０
部
）非
売
品

⃝

特
記
事
項
：
「to

to

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
」の

助
成
を
受
け
た
。

②	

そ
の
他
の
活
動

（
②
―
1
）国
際
渉
外
活
動

⃝

特
記
事
項
：

①W
o
rld

 D
an

ce C
o
u
n
cil

と
の
連
携
及

び
調
節
を
行
っ
た
。

②	
一
般
社
団
法
人
Ｎ
Ｄ
Ｃ
Ｊ
と
の
連
携
及
び

調
整
を
行
っ
た
。

③	

Ｎ
Ｄ
Ｃ
Ｊ
公
認
競
技
会
の
実
施
及
び
運
営

を
行
っ
た
。

（
②
―
２
）国
際
渉
外
活
動（
ダ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
）

⃝

目
的
：
世
界
に
通
用
す
る
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ

ン
ス
競
技
選
手
の
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、

定
款
第
三
条
に
定
め
る
ダ
ン
ス
文
化
の
普
及

と
発
展
に
寄
与
す
る
指
導
者
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

⃝

事
業
内
容
：
「
世
界
へ
の
道
」
を
テ
ー
マ
に
日

本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン
ス
選
手
権
大

会
に
招
聘
す
る
外
国
人
に
よ
る
練
習
会（
キ
ャ

ン
プ
）を
実
施
し
た
。

⃝

対
象
：
「
世
界
へ
の
道
」
を
目
指
す
心
身
共
に

健
康
な
者
を
対
象
と
す
る
。

⃝

実
施
期
間
：
２
０
２
３
年
６
月
14
日
㈬
～
16

日
㈮

⃝

実
施
場
所
：
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
・
森
下
文

化
セ
ン
タ
ー

⃝

受
講
者
数
：
講
習
会（
１
８
２
名
）、
個
人
レ
ッ

ス
ン（
72
組
）

（
②
―
３
）資
料
室
運
営

※
調
査
研
究
の
た
め
２
名
が
閲
覧
し
た
。

4
資
格
付
与
に
関
す
る
活
動

①�

プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン
ス
教
師
５
級
認
定

試
験
事
業

⃝

特
記
事
項
：
第
49
回
は
４
月
28
日
に
開
催
さ

れ
、
受
験
者
数
18
人
で
合
格
者
18
人
。第
50
回

は
10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
受
験
者
数
26
人

で
合
格
者
23
人
。

②
資
格
認
定
事
業

⃝

特
記
事
項
：
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン
ス
指
導
員
１

級
の
認
定
試
験
は
３
月
26
日
に
開
催
し
、
２

人
が
受
験
し
合
格
者
１
人
。合
格
率
は
50
％

に
な
る
。５
級
は
受
講
者
数
46
人
。３
級
は
受

験
者
６
人
で
合
格
者
４
人
。２
級
は
受
験
者
４

人
で
合
格
者
３
人
。

5
競
技
会
に
関
す
る
活
動

①�

小・中・高
校
生
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス・全
日

本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

⃝

開
催
日
：
２
０
２
３
年
８
月
６
日
㈰

⃝

会
場
：
中
央
区
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
中
央
区
）

⃝

参
加
者
数
：
４
７
０
人（
２
３
５
組
）

⃝

内
容
：
小
学
生
低
学
年
の
部
・
小
学
生
高
学

年
の
部
・
中
学
生
の
部
・
高
校
生
の
部
に
分
か

れ
、
男
女
カ
ッ
プ
ル
及
び
女
子
同
士
カ
ッ
プ
ル

の
２
部
門
に
お
い
て
競
技
を
行
っ
た
。

⃝

特
記
事
項
：
「to

to

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
」の

助
成
を
受
け
た
。

②
Ｊ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
全
日
本
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン

ス
選
手
権
大
会

⃝

開
催
日
：
２
０
２
３
年
10
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

⃝

会
場
：
照
葉
積
水
ハ
ウ
ス
ア
リ
ー
ナ
（
福
岡

市
総
合
体
育
館
）

⃝

参
加
者
数
：
１
、１
０
０
人（
５
５
０
組
）

⃝

来
場
者
数
：
１
、９
０
０
人（
一
般
・
来
賓
・
役

員
等
）

⃝

内
容
：
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
部
門
と
ア
マ

チ
ュ
ア
部
門
の
本
選
以
外
に
、
全
日
本
グ
ラ

ン
ド
シ
ニ
ア
選
手
権
、
シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
競
技

会
、
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
競
技
会（
プ
ロ
・
ア

マ
）、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
競
技
会
を
行
っ
た
。

ま
た
プ
レ
ミ
ア
ム
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
愛
好
者
に
よ
る
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
た
。

⃝

特
記
事
項
：
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
部
門
と
ア
マ

チ
ュ
ア
部
門
の
優
勝
者
に
文
部
科
学
大
臣
杯

が
授
与
さ
れ
た
。

③
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン
ス
選
手
権

大
会

⃝

開
催
日
：
２
０
２
３
年
６
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

⃝

会
場
：
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム（
東
京
都
江
東
区
）

⃝

参
加
者
数
：
１
、３
２
４
人（
６
６
２
組
）

⃝

来
場
者
数
：
４
、３
９
８
人（
一
般
・
来
賓
・
役

員
等
）

⃝

内
容
：
海
外
の
ト
ッ
プ
選
手
及
び
著
名
審
査

員
を
招
聘
し
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
部
門
と

ア
マ
チ
ュ
ア
部
門
の
本
選
以
外
に
全
日
本
シ

ニ
ア
選
手
権
、
ジ
ュ
ニ
ア
及
び
ジ
ュ
ブ
ナ
イ
ル

競
技
会
を
行
っ
た
。ま
た
浅
村
組
に
よ
る
引

退
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ア
マ
チ
ュ
ア

愛
好
者
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
た
。

⃝

特
記
事
項
：
プ
ロ
両
部
門
の
優
勝
者
に
内
閣

総
理
大
臣
賞
及
び
厚
生
労
働
大
臣
賞
が
授
与

さ
れ
た
。

④
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ダ
ン
ス

⃝

開
催
日
：
２
０
２
４
年
３
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

⃝

会
場
：
幕
張
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル（
幕
張
メ
ッ
セ
）

⃝

参
加
者
数
：
２
、１
１
２
人（
１
、０
５
６
組
）

⃝

来
場
者
数
：
５
、８
１
１
人（
一
般
・
来
賓
・
役

員
等
）

⃝

内
容
：
全
日
本
セ
グ
エ
選
手
権
（
プ
ロ
の
み
）、

全
日
本
選
抜
ダ
ン
ス
選
手
権
（
プ
ロ
・
ア
マ
）、

ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
競
技
会
（
プ
ロ
・
ア
マ
）、

ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
競
技
会
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

選
手
権
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
及
び
ジ
ュ
ブ
ナ
イ

ル
選
手
権
を
行
っ
た
。ま
た
森
田
組
、
清
水

組
、
新
井
組
に
よ
る
引
退
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
及
び
ア
マ
チ
ュ
ア
愛
好
者
に
よ
る
プ
レ

ミ
ア
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ

た
。

⃝

特
記
事
項
：
全
日
本
選
抜
ダ
ン
ス
選
手
権
の

プ
ロ
・
ア
マ
各
部
門
の
総
合
優
勝
者
に
ス
ポ
ー

ツ
庁
長
官
賞
が
授
与
さ
れ
た
。ま
た
全
日
本

選
抜
ダ
ン
ス
選
手
権
の
プ
ロ
・
ア
マ
各
部
門
の

総
合
準
優
勝
者
に
、
千
葉
県
知
事
賞
が
授
与

さ
れ
た
。

⑤
全
日
本
10
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

⃝

開
催
日
：
２
０
２
３
年
９
月
３
日
㈰

⃝

会
場
：
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
台
東

館（
東
京
都
台
東
区
）

⃝

参
加
者
数
：
３
３
４
人（
１
６
７
組
）

⃝

来
場
者
数
：
３
９
６
人（
一
般
・
来
賓
・
役
員
等

合
計
）

⃝

内
容
：
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
部
門
５
種
目
・
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
ン
部
門
５
種
目
の
合
計
10
種　

目
で
競
わ
れ
る
全
日
本
10
ダ
ン
ス
選
手
権

大
会
の
他
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ト
ロ

フ
ィ
ー
及
び
ジ
ャ
パ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
プ
ロ
部
門
の
み
行
っ
た
。

⃝

特
記
事
項
：
全
日
本
10
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

の
プ
ロ
部
門
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法
人
Ｎ

Ｄ
Ｃ
Ｊ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
統
一
全
日
本

10
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
と
し
て
開
催
し
た
。

6
競
技
選
手
の
育
成
お
よ
び
指
導
に
関
す
る
活
動

①
強
化
指
定
選
手
助
成
事
業

⃝

内
容
：
Ｊ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
３
大
大
会
の
成
績
に
基
づ

く
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
り
、
強
化
指
定
選

手
を
認
定
し
登
録
し
た
選
手
に
助
成
金
の
給

付
を
行
っ
た
。又
、
世
界
選
手
権
へ
出
場
し
た

選
手
に
対
し
、
代
表
助
成
金
の
給
付
を
行
っ

た
。な
お
、
２
０
２
３
年
度
強
化
指
定
選
手
助

成
金
は
既
定
の
半
額
と
し
た
。

⃝

特
記
事
項
：
助
成
状
況
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
・
38
人
、ア
マ
チ
ュ
ア
・
13
人

②
そ
の
他
の
活
動

（
②
―
１
）ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
選
手
育
成

⃝

特
記
事
項
：
科
学
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
機
関
誌
に
掲
載
し
た
。

①	

月
経
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

②
ス
ポ
ー
ツ
と
月
経
異
常

③
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
お
け
る
月
経
異
常
の

要
因

④	

ド
ー
ピ
ン
グ
の
基
礎
知
識

⑤	

ド
ー
ピ
ン
グ
の
現
在
の
種
類
と
動
向

⑥	

意
図
し
な
い
ド
ー
ピ
ン
グ

（
②
―
２
）ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

※
応
募
者
が
少
な
か
っ
た
為
、中
止
し
た
。

収
益
事
業
等

①
出
版
物
の
刊
行・販
売
に
関
す
る
活
動

⃝

特
記
事
項
：
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
タ
ン
ゴ
・
ル
ン

バ
）
と
み
ん
なd

e

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
Ⅲ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

等
の
制
作
を
し
、販
売
し
た
。

そ
の
他
の
事
業（
相
互
扶
助
等
事
業
）

①	

外
国
人
招
聘
手
続
代
行
に
関
す
る
活
動

※
技
術
団
体
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
１
組
の
外
国

人
招
聘
手
続
き
事
務
の
代
行
を
行
っ
た
。

②
Ｊ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン
ス
教
師

資
格
認
定
、
試
験
審
査
員
認
定
、
採
点
管
理

者
資
格
認
定
に
関
す
る
活
動

⃝

特
記
事
項
：

①
Ｊ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン
ス
教
師

４
級
～
１
級
認
定
試
験
を
全
国
９
箇
所
に

て
開
催
し
、
延
べ
49
名
の
受
験
、
48
名
が
合

格
。合
格
率
は
98
％
に
な
る
。

②
試
験
審
査
員
３
～
２
級
の
認
定
試
験
を
６

箇
所
で
行
い
、34
名
を
認
定
し
た
。

③
採
点
管
理
者
認
定
試
験
を
全
国
７
箇
所
に

て
開
催
し
、
１
次
試
験
２
次
試
験
合
わ
せ

て
48
名
が
受
験
し
、
48
人
が
合
格
。合
格
率

は
１
０
０
％
と
な
っ
た
。

③
会
員
向
け
福
利
厚
生
制
度
・
団
体
保
険
に
関

す
る
活
動

⃝

目
的
：
会
員
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
図
り
会
員

の
定
着
と
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

⃝

事
業
概
要
：

①
損
害
保
険
会
社
と
提
携
し
、
長
期
休
業
補

償
制
度
を
斡
旋
し
た
。

②
福
利
厚
生
物
品
を
特
別
価
格
で
斡
旋
し
た
。

⃝

対
象
：
本
法
人
の
正
会
員
、登
録
会
員

⃝

内
容
：

①
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
会
員
に
事

業
の
概
要
を
周
知
し
た
。

②
加
入
者
か
ら
制
度
費
を
集
金
す
る
と
と
も

に
保
険
会
社
に
制
度
費
を
納
入
し
た
。

⃝

特
記
事
項
：
２
０
２
３
年
度
加
入
者
：
６
名
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正味財産増減計算書� 自2023年4月1日～至2024年3月31日

科目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産の部

1．経常増減の部

（1）経常収益

①基本財産運用収入 1,588 2,530 △ 942

基本財産利息 1,588 2,530

②特定資産運用収入 664 658 6

特定資産利息 664 658

③会費等収入 92,440,000 95,905,995 △ 3,465,995

正会員入会金 2,050,000 950,000

正会員会費 27,908,000 27,808,000

登録会員会費 57,400,000 61,718,995

団 体 会 費 4,580,000 4,500,000

認定会員会費 290,000 331,000

復帰手数料 212,000 598,000

④公益目的事業収益 83,380,759 86,902,438 △ 3,521,679

1．資格認定事業（アマ） 730,000 554,000

2．プロフェショナル教師5級事業 1,735,022 1,105,022

3．サマーセミナー事業 1,166,007 1,437,001

4．機関紙作成事業 3,771,000 2,688,000

5．資料室運営事業 0 0

6．ジュニアダンス開発事業 344,500 306,640

7．ダンスマイライフ大舞踏会 0 70,500

8．学校学習支援事業 36,000 36,000

9．指導者養成講習会事業 
（はじめての） 0 711,016

10．優良教室認定 160,000 120,000

11．国際渉外事業 
（ダンスキャンプ含む） 4,884,000 0

12．スプリングキャンプ 0 31,000

13．競技会公認料 920,000 970,000

14．競技会事業 69,634,230 78,873,259

1）日本インターナショナル 
ダンス選手権大会 56,436,629 69,177,128

2）全日本10ダンス選手権大会 4,936,547 3,381,041

3）JBDFプロフェッショナル 
ダンス選手権大会 300,010 300,011

4）スーパージャパンカップダンス 2,153,014 1,000,016

5）小・中・高校生 
ボールルームダンス 5,808,030 5,015,063

⑤収益事業等収益 20,527,721 10,115,794 10,411,927

1．出版物の刊行・販売事業 6,636,711 5,618,757

2．プロ資格昇級試験 4,141,000 4,405,000

3．設立30周年記念晩餐会 9,656,511 0

4．ブラックプールチケット販売 0 36

5．外国人招聘手続代行事業 0 30,000

6．福利厚生制度 93,499 62,001

⑥寄付金 0 0 0

⑦雑収益 323,124 293,398 29,726

⑧利息配当金収入 360 392 △ 32

経常収益計 196,674,216 193,221,205 3,453,011

科目 当年度 前年度 増減
（2）経常費用

①公益目的事業 147,997,290 164,475,133 △ 16,477,843

Ⅰ　一般公益事業 52,320,593 52,305,430 15,163

1．資格認定事業（アマ） 2,594,654 2,378,312

2．プロフェショナル教師5級事業 4,406,454 4,001,255

3．サマーセミナー事業 7,940,992 7,876,367

4．機関紙作成事業 7,743,830 7,295,259

5．資料室運営事業 330,831 359,618

6．ジュニアダンス開発事業 5,775,389 6,374,840

7．ナショナルチーム育成事業 335,572 422,467

8．定期研修会 3,470,043 3,274,216

9．地域協会支援事業 4,641,523 3,700,632

10．ダンスマイライフ大舞踏会 0 4,082,374

11．学校学習支援事業 1,867,213 2,199,431

12．指導者養成講習会事業 
（はじめての） 2,118,137 2,853,569

13．優良教室認定 931,742 881,505

14．ダンスウィーク「ダンスの日」
事業 71,281 0

15．国際渉外事業 6,519,800 1,503,011

16．強化選手助成事業 3,572,772 4,234,869

17．スプリングキャンプ 360 867,705

Ⅱ　競技会事業 90,826,846 106,275,577 △ 15,448,731

1）日本インターナショナル 
ダンス選手権大会 65,621,894 82,147,598

2）全日本10ダンス選手権大会 7,484,905 7,164,605

3）JBDFプロフェッショナルダンス
選手権大会 4,997,033 4,179,726

4）スーパージャパンカップダンス 3,718,380 4,012,169

5）小・中・高校生 
ボールルームダンス 9,004,634 8,771,479

Ⅲ　公益共通 4,849,851 5,894,126 △ 1,044,275

②収益事業等 22,931,954 11,597,643 11,334,311

1．出版物の刊行・販売事業 5,752,400 5,607,115

2．プロ資格昇級試験 5,276,452 5,064,888

3．設立30周年記念晩餐会 11,903,102 0

4．外国人招聘手続代行事業 0 55,733

5．福利厚生制度 0 869,907

③管理費支出 20,310,486 25,763,600 △ 5,453,114

科目 当年度 前年度 増減

経常費用計 191,239,730 201,836,376 △ 10,596,646

評価損益等調整前当期経常増減額 5,434,486 △ 8,615,171 14,049,657

当期経常増減額 5,434,486 △ 8,615,171 14,049,657

2．経常外増減の部

（1）経常外収益

雑収益 0 0 0

（2）経常外費用

雑損失 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 5,434,486 △ 8,615,171 14,049,657

一般正味財産期首残高 247,471,057 256,086,228 △ 8,615,171

一般正味財産期末残高 252,905,543 247,471,057 5,434,486

Ⅱ　指定正味財産の部

指定正味財産期首残高 100,000,000 100,000,000 0

指定正味財産期末残高 100,000,000 100,000,000 0

Ⅲ　期末正味財産残高 352,905,543 347,471,057 5,434,486

配賦後　単位：円

氏　名
ふりがな JBDF会員番号

＊ご記入無い場合、割引にはなりません。
＊選手登録番号ではありません。
＊認定会員は割引対象外です。

お届け先 
住所

〒

都道	
府県

電話
番号

合計 
個数 合計金額

円

※下記より配達時間帯が指定可能です。日にち・曜日の指定はできません。

午前中 ・ 14〜16時 ・ 16〜18時 ・ 18〜20時 ・ 19〜21時

記載の価格は全て税込みです ※印の教材は会員割引対象外とさせていただきます。
●代引で発送します。送料・代引手数料が別途必要となります。●返品・返金・交換は承れません。ご注意ください。

教　材　名 一般価格 注文数
ボールルームテクニック 4,400円
ウインナワルツテクニック 1,210円
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン

ルンバ 3,740円
チャチャチャ 3,740円
サンバ 3,740円
パソドブレ 3,740円
ジャイブ 3,740円

ダンス用語解説（Ｓ･Ｌ） 2,530円

スタンダード 
質疑応答集

ワルツ 2,420円
フォックストロット 2,420円
クイックステップ 2,420円
タンゴ 2,420円
ウインナ･ワルツ 1,210円

ラテンアメリカン質疑応答集 4,070円
ラテンアメリカン質疑応答集（追加） 2,750円
スケーティングシステム解説書 2,310円
採点管理者認定試験例題集 1,760円

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

5･4級ソロデモ・アマルガメーション 2,530円
5･4級ソロデモDVD 18,150円
5･4級ソロデモCD 3,080円
5級認定試験例題集 1,760円
4級認定試験例題集 1,760円
3･2級スタンダード質疑応答集 2,970円
3･2級ラテン質疑応答集 2,970円
3級スタンダード例題集 1,760円
3級ラテン例題集 1,760円
2級スタンダード例題集 1,760円
2級ラテン例題集 1,760円

ポピュラー
バリエーション

第1集DVD〈W･T／R･C〉 8,690円
第1集教本〈W･T／R･C〉 2,970円
第2集DVD〈F･Q／S･J〉 8,690円
第2集教本〈F･Q／S･J〉 2,970円

ダ
ン
ス･

マ
イ･

ラ
イ
フ
Ｃ
Ｄ

第3集 1,760円
第4集 1,760円
第5集 1,760円
第6集 1,760円
第7集 1,760円
第8集 1,760円
第9集 1,760円

※
Ｉ
Ｄ
Ｔ
Ａ

テクニックオブボールルームダンシング（ガイ･ハワード） 4,400円 ※

テクニックオブラテンダンシング（ウォルター･レアード） 6,600円 ※

テクニックオブラテンダンシングサプリメント 2,750円 ※

教　材　名 一般価格 注文数

ア
マ
チ
ュ
ア

指導教本（赤） 2,200円
5･4･3級ソロデモ・アマルガメーション 1,870円
5･4･3級ソロデモDVD 9,680円
5･4･3級ソロデモCD 3,080円
2･1級ソロデモ・アマルガメーション 1,870円
2･1級ソロデモDVD 9,680円
2･1級ソロデモCD 3,080円
4級認定試験例題集 1,760円
3級認定試験例題集 1,760円
2級認定試験例題集 1,760円
1級認定試験例題集 1,760円

 '24 
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

①◆☆サマーセミナーバリエーションDVD〈Ｗ･Ｓ〉 3,630円 ※

②☆みんな de Vw／ひとり de Ｊ DVD 2,970円 ※

③☆テキストブック 1,210円 ※

④★記録DVD　 12,100円 ※

過
去
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
教
材
（
特
別
価
格
）

ポピュラー 
バリエーション 

DVD

2010〈T・J〉 2,200円 ※

2011〈W・C〉 2,200円 ※

2012〈F・R〉 2,200円 ※

2013〈Q・S〉 2,200円 ※

2014〈T・P〉 2,200円 ※

2015〈W・J〉 2,200円 ※

2017〈Q・C〉 2,200円 ※

2018〈T・S〉 2,200円 ※

2019〈W・P〉 2,200円 ※

第21回（2021）〈F･J〉 2,200円 ※

2022〈Q・C〉 2,200円 ※

2023〈T・R〉 2,200円 ※

みんなde 
シリーズDVD

タンゴ 2,200円 ※

チャチャチャⅡ 2,200円 ※

ルンバⅡ 2,200円 ※

ジャイブⅡ 2,200円 ※

サンバⅡ 2,200円 ※

タンゴⅡ 2,200円 ※

ワルツⅡ 2,200円 ※

チャチャチャⅢ 2,200円 ※

テキストブック

2017 550円 ※

2018 550円 ※

2019 550円 ※

2021（第21回） 550円 ※

2022 550円 ※

2023 550円 ※

教材申込用紙　FAX 03-5652-7355へ　 コピーしてお使い下さい

2023年6月1日より価格改定しました。
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能登半島地震災害被災者支援報告

　令和６年１月１日、石川県能登半島を中心とした地震により甚大な被害が発

生しました。ＪＢＤＦは被災された会員を支援するため、加盟団体や関係団体、

選手会と連携し、２０２４年２月１日～２０２４年7月末まで、　競技会等で募金

箱を設置し募金を行なったところ、全国から３４０万円もの募金が集まりました。

　集まった募金は、家屋が損壊した会員に対し、（一社）中部日本ボールルー

ムダンス連盟および（一社）東部日本ボールルームダンス連盟経由で被災さ

れた会員にお渡し致しました。

　あらためてご寄附頂きました皆様、ご協力頂きました皆様に、深く感謝申し

上げます。来年は事故や災害のない年になりますよう、心から祈念致します。

※被災状況を「罹災証明書」、「被災証明書」で確認した家屋２８件

2025世界プロフェッショナル
ダンス選手権開催に向けて

世界選手権については大会特別サイトでご覧頂けます。チケット情報をはじめ
最新情報を順次公開しております。

https://jbdf.or.jp/worldpdc2025/

　2025年10月18日（土）・19日（日）に幕張メッセで開催される「世界プロフェッ

ショナルダンス選手権大会」の大会アンバサダー（案内役）を務めます大竹辰郎です。

　この大会は各国の代表2組がエントリーし、その年の世界チャンピオンを決定する

歴史的且つ権威ある大会です。私も現役時代は日本国旗を背負い幾度となく挑戦し

てきました。個人の成績だけが勝負のUK戦やブラックプール、ロンドンインターとは

違い、国の代表として出場するこの大会では、オリンピックのように自分達の成績が

その年の国のレベルになる重圧と緊張感を感じながら踊ってきました。

　また世界選手権は通常、ボールルーム部門とラテン部門が別の国で開催されるのですが、今回は一日目がラテン、

二日目がボ―ルルームと両部門とも日本で開催されます。見どころは、国を背負って出場する世界のトッププロのダン

スを目の当たりに出来ることなのは当然ですが、やはり日本のペアがどこまで食い込めるか！ ここはぜひ注目していた

だきたいです。

　2024年10月20日に開催された統一全日本選手権で日本代表各部門2組が決定しました。ボールルームが福田 

裕一・エリザベス グレイ組と金野哲也・井之口香織組、ラテンが野村直人・山﨑かりん組と八谷和樹・皆川円組です。

この4組が日本代表として世界に挑みます。また世界選手権には開催国は代表ペア以外も挑戦出来るルールになって

います。もしかすると、代表以外の日本選手が上位入賞するかもしれないという見どころもあります。

　我々（公財）日本ボールルームダンス連盟（JBDF）はこの大会を機に日本のプロ競技ダンサー達はもとより、 

アマチュア競技ダンサー達のレベルアップをも目標としています。会場で観戦する楽しさ、また併催競技会もあります

ので出場する楽しさ、インターナショナルな雰囲気に浸る楽しさ、昨今失われつつある豪華な演出等を皆様にお届けし、

今一度日本ダンス界が盛り上がる事を祈ってこの大会を開催致します。

日本のダンスファンの皆様、この歴史的且つ権威ある大会をぜひ楽しみにしていてください。

大会アンバサダー

大竹 辰郎

２０２５年度サマーセミナー開催日について
	 日　程：2025年6月24日・25日（火曜日・水曜日）
	 会　場：ティアラこうとう（江東公会堂）　〒135-0002 東京都江東区住吉2-28-36

★ダンス種目の呼称変更について
　�２０２５年１月１日より「スタンダード」を「ボールルーム」に、「ラテンアメリカン」を「ラテン」に、それぞれ
呼称を変更します。

　なお、規定や教材等は適宜変更いたしますので、ご了承のほどお願いいたします。
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